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Research on a method for calculating the number and size of university lecture rooms required, 
taking into account the number of lectures installed at the same time

1. はじめに

　大学における講義室は、学部および学科定員や

各学問分野に適したカリキュラムなどへの対応を

考慮し画一的な定員の講義室ではなく、異なる定

員の講義室を複数組み合わせて計画されることが

一般的である。しかし、学生数や講義受講者数は

学期毎や年度毎に変動し、正確な予測は困難であ

ることに加えて、設置講義数は学期毎に変動する

ことから、最適な大学講義室規模計画を検討する

ことは難題である。また、大学運営上の問題から

大学講義室は可能な限り少なくし、講義室稼働率

および講義室面積効率を向上させることにより、

施設運営のコストを削減することが望まれる点も

講義室規模計画を難題にしている。

　既往研究として堀野ら
1）
は熊本大学工学部を

対象として、定員上最多同時進行室数法
注 1）2)

を

用いて、時間割における講義室利用に加え、時間

割外での講義室利用を考慮した新規の講義室計画

における適正規模決定手法を提案している。しか

し、校舎の建て替えなどに伴う新規の講義室計画

の検討に際して、時間割における講義室利用に対

して、新規講義室計画が成立するかを評価する方

法については検討されていない。

　本稿では、日本大学生産工学部を参考として仮

想の新規講義室計画を設定し、既存時間割におけ

る講義室利用に対して、新規講義室計画が成立可

能であるかを評価する方法を検討する。

2. 研究方法

2.1. 研究対象

　日本大学生産工学部は 9 学科から構成されてお

り、1 年間の課程を 4 学期に分けて行う 4Q 制を

導入している。対象時間割は、対面講義のデータ

が得られるコロナ禍以前の 2019 年度の時間割
注 2）

とする。対象講義は本学部において講義棟として

利用されている講義室に割り当てられている講義

を対象とする
注 3）

。

　本稿では、校舎建て替えに伴う仮想の新規講義

室計画を表 1 のように設定する。

表 1. 仮想の新規講義室計画の概要

現状 既存 新規計画

A棟

1 1 0

1

B 棟

5 5 0

2

C 棟

1 1 0

D 棟

12 12 0

E 棟

11 11 0

F 棟

1 1 0

3 3 0

7 7 0

14 14 0

0 0 1

0 0 5

0 0 6

1 0 0

4 0 0

11 0 0

2 0 0

9 0 0

講義室数
キャンパス 建物名 講義室

定員 400

定員 400

定員 285

定員 250

定員 150

定員 100

定員 300

定員 300

定員 225

定員 200

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 100

定員 100

2.2. 評価方法

2.2.1. 定員別同時間設置講義数の把握

　講義室計画の検討に際して、一つの講義室には

一つの講義のみ割り当て可能であることから、同

時間に設置された講義数、つまり同時間において

重複している設置数に着目する。同時間設置講義

数に基づくことで既存時間割における講義室利用

に対して、適切な講義室計画の検討が可能になる。

そのため、既存時間割において定員別同時間設置

講義数を把握する。

2.2.2. 同時間累計設置講義数の把握

　新規講義室計画において、定員が最も大きい講

義室から定員の小さい講義室へ順に同時間設置講

義数を累加していく。このとき、定員毎に算出し

た定員別同時間累計設置講義数のうち、最大値に

着目する。最大値が複数存在する場合は、各時間

について着目する。

2.2.3. 定員別必要講義室数の把握

　講義については、既存時間割による講義室利用

で割り当てられている講義室より定員が大きい講

義室にも設置可能である。そのため、算出する定

員の講義室における同時間累計設置講義数の最大

値と、算出する定員の講義室より定員の大きい講

義室の定員別必要講義室数の合計値との差が「定

員別必要講義室数」となる。
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2.2.4. 講義室計画の判定

　算出する定員の既存講義室数と新規計画講義室

数の和が定員別必要講義室数以上となる場合、新

規講義室計画は成立することを示す（式 1）。こ

のとき、算出する定員の既存講義室数と新規計画

講義室数の和と定員別必要講義室数との差を「判

定値」と定義する（式 2）。

①判定値が 0 以上となる場合、講義室割り当てが

　不可能となる講義が発生しないため、新規講義

　室計画が成立すること示す。判定値が 1 以上の

　場合、その値は定員別必要講義室数に対する余

　剰講義室数となる。

②判定値が 0 未満となる場合、同時間設置講義の

　重複により、講義室割り当てが不可能となる講

　義が発生する。

③算出している講義室の判定値と、より定員の大

　きい講義室の余剰講義室数の和が 0 以上となる

　場合、不足講義室は余剰講義室により補填され

　るため、新規講義室講義室計画が成立すること

　を示す（式 3）。

④算出する講義室の判定値と、より定員の大きい

　講義室の余剰講義室数の和が 0 未満となる場合　

　講義室割り当てが不可能になる講義が発生する

　ため、新規講義室計画の見直しが必要である。

　以上の評価方法を式にすると以下のようになる

（式 1)( 式 3）。新規講義室計画について、（式 1）

を満たす場合、新規講義室計画は成立する。また、

( 式 1) を満たさず ( 式 3) を満たす場合は成立す

る。( 式 1) および ( 式 3) を満たさない場合、新

規講義室計画の見直しが必要である。

                  (a0+a1)-A≧(b0+b1)-B
(a0+a1)-A+(b0+b1)-B≧(c0+c1)-C

…
(a0+a1)-A+(b0+b1)-B+(c0+c1)-C+…+(m0+m1)-M≧(n0+n1)-N

(a0+a1)-A= 判定値 A
(b0+b1)-B= 判定値 B

…
(n0+n1)-N= 判定値 N

　A: 最も大きい講義室の定員別必要講義室数

　B:2 番目に大きい講義室の定員別必要講義室数

　C:3 番目に大きい講義室の定員別必要講義室数

　　　　　　　　…
　N:n 番目に大きい講義室の定員別必要講義室数

　a0: 最も大きい講義室の既存講義室数

　b0:2 番目に大きい講義室の既存講義室数

　c0:3 番目に大きい講義室の既存講義室数

　　　　　　　　…
　n0:n 番目に大きい講義室の既存講義室数

　a1: 最も大きい講義室の新規計画講義室数

　b1:2 番目に大きい講義室の新規計画講義室数

　c1:3 番目に大きい講義室の新規計画講義室数

　　　　　　　　…
　n1:n 番目に大きい講義室の新規計画講義室数

( 式 2)

 A≦a0+a1 B≦b0+b1 C≦c0+c1
　　　　　　　　　　　　　…

  N≦n0+n1

( 式 1)

( 式 3)

2.3. 研究フロー

　3 章では、現状講義室の利用実態について把握

する。講義室の利用実態を評価するための指標と

して、講義室稼働率（式 4）を定員別および定員

カテゴリー別に算出する。また、各稼働率に加え

て、定員別同時間設置講義数より現状講義室割り

当てについて考察する。

週間稼働率 (％）= ×100( 式 4)
週間設置講義数

週間設置可能講義数
(講義室数×5コマ×5日)

　4 章では、2.1 で示した仮想の新規講義室計画

について、2.2 で示した評価方法を用いる。

　5 章では、新規講義室計画の検討に際する評価

方法の評価と今後の課題についてまとめる。

3. 講義室利用実態の分析

3.1. 講義室稼働率　

　講義室稼働率（式 1）より算出した現状講義室

の稼働率を示す（表 2）。

　稼働率を定員別にみると、定員 285 人講義室、

定員 225 人講義室、定員 150 人講義室は、年間を

通じた稼働率が 50％を上回ることから、時間割

による講義室利用に対して適切な講義室数が整

備されているといえる。特に、定員 285 人講義室

は年間を通じた稼働率が 70％を上回ることから、

利用頻度が高い講義室であるといえる。

　一方で、過度に高い稼働率はカリキュラムの変

更に伴う設置講義変更および受講者数の変動に対

応可能であるか検討が必要となる。

　稼働率を定員カテゴリー別にみると、定員 225

人以上の大規模講義室の稼働率は、年間を通じて

60％程度であることから、時間割による講義室利

用に対して適切な講義室数が整備されているとい

える。

　定員 120 人以上 200 人以下の中規模講義室の

稼働率は、年間を通じて 50％を上回ることから、

大規模教室と同様に適切な講義室数が整備されて

いるといえる。

　一方で、定員 100 人以下の小規模講義室の稼働

率は、年間を通じて 30％を下回ることから、時

間割による講義室利用に対して過大な講義室数が

整備されているといえる。小規模講義室の稼働率

が低い原因としては、講義の受講者数と講義室定

員の整合性から、受講者数が少ない講義のみ割り

当て可能であるため、割り当て可能な講義の母数

が少ないことが挙げられる。また、本学部の学部

定員および学科定員により、講義室定員が小さい

小規模講義室に割り当て可能な受講者数となる講

義数が少ないことが挙げられる。

図１　あああ
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表 2. 現状講義室の稼働率（2019 年度）
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6
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0
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40.0％

59.3％

57.8％

27.7％

59.3％

52.8％

18.3％

61.1％

54.1％

28.7％

61.5％

50.7％

19.7％

8.0％

72.8％

40.0％

66.7％

35.0％

46.9％

66.3％

61.4％

27.7％

24.0％

0％

74.4％

52.0％

68.0％

35.0％

59.3％

55.8％

48.6％

18.3％

32.0％

0％

76.8％

72.0％

61.3％

31.0％

42.5％

64.2％

56.0％

28.7％

40.0％

0％

71.2％

56.0％

74.7％

33.0％

49.1％

56.2％

49.4％

19.7％

期間 講義室 講義室数 設置数 設置可能数
稼働率

定員 カテゴリー

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225
1Q

2Q

3Q

4Q

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

3.2. 定員別同時間設置講義数の把握

　既存時間割における講義室利用に基づき、講義

の設置時間および講義室割り当てを整理し、定員

別同時間設置講義数を得る（表 3）。各定員の同

時間設置講義数に着目すると、曜日毎にばらつき

はあるものの、週を通してみると同時間設置講義

数の最大値もしくは最大値に近い値が複数存在し

ており、突出した値が存在していない。

　定員別同時間設置講義数は、各定員において突

出した値が存在する場合、その時間に合わせた講

義室数を検討する必要が生じるが、他の時間にお

いては既存時間割の講義室利用に対する余剰講義

室となるため、講義室稼働率の低下および面積効

率の低下が発生する。そのため、定員別同時間設

置講義数については突出した値が生じないように

講義室利用を検討する必要があると考えられる。

　検討に際しては、講義を担当する講師の出勤可

能日や出勤可能時間帯を考慮する必要があること

に加えて、学生の必修科目の重複や選択科目と必

修科目の重複が発生することは望ましくないた

め、定員別同時間設置講義数の均等化の際には十

分な検討が必要である。

表 3. 定員別同時間設置講義数（2019 年度）
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期間 講義室
月 火 水 木 金

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225
1Q

2Q

3Q

4Q

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

4. 新規講義室計画の検討

4.1.2019 年度 1Q の定員別必要講義室数の検討

　2.2 で示した新規講義室計画の評価方法を仮想

の新規講義室計画に適用した結果を示す（表 4）。

1Q に着目すると、定員 180 人講義室の判定が -8

と負の値であることから、定員別必要講義室数に

対して、計画講義室数が不足していることを示し

ている。

　しかし、定員 180 人講義室よりも定員の大きい

講義室である定員 200 人講義室、定員 300 人講義

室、定員 400 人講義室の判定値を定員 180 人講義

室の判定値を ( 式 3) に適用すると、（+1+5+5 ≧

-8) となり、( 式 3) が成立する。そのため、不足

講義室は、より定員の大きい講義室の余剰講義室

により補填可能であるため、2019 年度 1Q の講義

室利用に対して、新規講義室計画は成立すること

がわかる。

4.2. 年間を通じた定員別必要講義室数の検討

　4.1 で示した検討手法を 2Q および 3Q、4Q に

も適用すると、各 Q の定員 180 人講義室の判定

値が負の値であるが、いずれの Q においても 1Q
と同様に ( 式 3) が成立する。そのため、新規講
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月 火 水 木 金
期間 講義室 判定値

計画室数既存室数

講義室

必要室数
算出式

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225
1Q

2Q

3Q

4Q

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

定員 400

定員 300

定員 285

定員 250

定員 225

定員 200

定員 180

定員 150

定員 120

定員 100

1 1

1+1-(+1) 1

1+1+5-(+1+1) 5

1+1+5+1-(1+1+5) 1

1+1+5+1+3-(+1+1+5+1) 3

1+1+5+0+3+2-(+1+1+5+1+3) 1

0+0+4+0+1+4+11-(+1+1+5+1+3+1) 8

1+0+5+1+3+1+8+18-(+1+1+5+1+3+1+8) 17

1+0+5+1+3+1+8+18+13-(+1+1+5+1+3+1+8+17) 13

1+0+5+1+3+1+8+18+13+11-(+1+1+5+1+3+1+8+17+13) 11

1

1

5

1

3

0

0

19

14

11

1

5

0

0

0

6

0

0

0

0

1

1
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1
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0

0
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14

11

1

5

0

0

0

6

0

0

0

0

1

1

5

1

3

0

0

19

14

11

1

5

0

0

0

6

0

0

0

0

1

1

5

1

3

0

0

19

14

11

1

5

0

0

0

6

0

0

0

0

+1

+5

±0

±0

±0

+5

-8

+2

+1

±0

1 1

1-(+1) 0

1+0+5-(+1+0) 5

1+0+5+1-(1+0+5) 1

1+0+5+1+3-(+1+0+5+1) 3

1+0+5+1+2+3-(+1+0+5+1+3) 2

1+0+5+1+2+2+11-(+1+0+5+1+3+1+2) 10

0+0+5+0+2+4+11+15-(+1+0+5+1+3+2+10) 15

0+0+5+1+3+0+9+17+11-(+1+0+5+1+3+2+10+15) 9

0+0+5+1+3+0+9+17+11+7-(+1+0+5+1+3+2+10+15+9) 7

+1

+6

±0

±0

±0

+4

-10

+4

+5

+4

1 1

1-(+1) 0

1+0+5-(+1+0) 5

1+0+5+1-(1+0+5) 1

1+0+5+1+3-(+1+0+5+1) 3

1+0+5+1+3+3-(+1+0+5+1+3) 3

1+0+3+0+2+4+11-(+1+0+5+1+3+3) 8

0+0+3+1+2+4+11+14-(+1+0+5+1+3+3+8) 14

1+0+5+1+3+0+4+18+14-(+1+0+5+1+3+3+8+14) 11

1+0+5+1+3+0+4+18+14+11-(+1+0+5+1+3+3+8+14+11) 11

+1

+6

±0

±0

±0

+3

-8

+5

+3

±0

1 1

1-(+1) 0

1+0+5-(+1+0) 5

1+0+5+1-(1+0+5) 1

1+0+5+1+3-(+1+0+5+1) 3

1+0+5+1+3+3-(+1+0+5+1+3) 3

1+0+5+1+3+3+9-(+1+0+5+1+3+3) 9

1+0+5+1+3+3+9+12-(+1+0+5+1+3+3+9) 12

1+0+3+0+3+0+6+18+14-(+1+0+5+1+3+3+9+12) 11

0+0+1+1+3+4+11+11+11+9-(+1+0+5+1+3+3+9+12+11) 6

+1

+6

±0

±0

±0

+3

-9

+7

+3

+5

義室計画が年間を通じて成立することを示す。

　また、各 Q おいて定員 150 人講義室、定員 120

人講義室、定員 100 人講義室の既存時間割におけ

る講義室に利用に対する余剰講義室については、

新規講義室計画から除いても成立する。

　

5. まとめ

　本稿の評価手法により、既存時間割における講

義室利用に対して、仮想の新規講義室計画が年間

を通じて成立することを確認できた。これにより、

既存時間割における講義室利用に不都合を生じさ

せずに新規講義室計画を検討することができる。

　本稿における課題として、講義の受講者数と講

義室定員の整合性について評価を行っていない。

そのため、時間割における講義室利用において、

講義の受講者数に対して過大な定員の講義室が割

り当てられており、講義室面積効率の低下を生じ

ている可能性が考えられる。また、本稿の評価手

法は既存時間割における講義室利用を用いるた

め、カリキュラムの変更による同時間設置講義数

の変化や講義受講者数の大幅な変動に対応可能で

あるかについても検討が必要である。

　今後は、校舎の建て替えなどに伴う新規講義室

計画について、カリキュラムの変更による設置講

義数の変動や講義受講者数の変動により講義室割

り当ての変更が強いられる状況に対応可能である

かを評価する手法について検討していく。

表 4. 定員別必要講義室算定および適正判定（2019 年度）
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